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関して、アルコール依存症患者において UG の不公平条件の受け入れ率と DDT の低金額条件で
の衝動性の有意な相関を認めた。健常者では両行動指標の有意な相関はなかった。また UG の
受け入れ率と臨床指標（年齢、JART、AUDIT、FTND、BDI-II）の間に有意な相関は認めな
かった。 
 
【考察】 
今回の検討から、アルコール依存症患者においてのみ UG で評価した不公平感の感じやすさと
DDT で評価した低金額条件の衝動性に関連があることが明らかになった。すなわち、健常者と
は異なり、アルコール依存症は、不公平な状況では不公平感を感じ相手の提案を拒絶する行動を
選択するが、その行動選択に衝動性が関与する。先行研究によると、アルコール依存症と関連す
るのは、衝動性の中でも不快情動を低減させるために行動を起こす「負の切迫性」とある行動を
起こす前にその行動による結果について十分に考えることができない「計画性のなさ」とされる。
これらの研究知見を併せ考えると、アルコール依存症患者は、UG によって惹起される不公平感
（不快情動）を低減するために、その後の自分の不利益を考慮できないまま衝動的な行動選択を
行うものと考えられた。今回の研究で、様々な対人関係上の問題を呈するアルコール依存症患者
において、その基盤となる対人関係上の不公平感の感じやすさを衝動性との関連から明らかにで
きたことは、病態解明や治療介入につながる重要な進展と考えられた。 
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